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Ⅰ．はじめに
　近年，情報通信技術が急激な発展を遂げ，マルチ
メディアやコンピューターの教育活用が急速に拡大
しつつある。看護学教育においても，効果的な看護
実践能力の育成に向けて e-Learning が導入されて
きている。
　今日の医療技術の進歩や国民の医療に対するニー
ズに応えるためには，看護実践能力の育成が重要で
あり，その一つに看護技術教育の充実がある。一般
的に看護技術の教育では，看護技術をイメージ化さ
せて演習につなげていく学習方法がとられており，
視聴覚教材が看護実践のイメージ化や理論的根拠の
理解などに有効として活用されている。佐居他

（2006）の調査でも，看護基礎教育における看護技
術教材として，e-Learning の有効性が示唆されて
いる。
　日本赤十字広島看護大学（以下，本学）では平成
21年度から，卒業後の早期離職予防に資するために，
学生の看護実践力の育成に取り組んでいる。その具
体的な方法の一つとして，ICT（Information and 

Communication Technology）の側面から，VOD
（Video On Demand）システムを用いた学習支援環
境の整備に向けての活動をしている。本学の VOD
システムは，本学教員が作成した VOD コンテンツ
を，本学学生用 ID とパスワード認証で提供してい
る。平成22年に実施した，看護実践能力の育成に向
けた学習支援環境としての VOD システムに関する
調 査（ 平 賀， 森 本， 百 田， 末 廣，2011） で は，
55.9% が「見たいときに見られた」，29.1% が「操作
が簡便」と回答し，85.6% の学生が「今後も VOD
システムを活用したい」と回答していたという結果
を得た。この結果は，山田他（2003）の「オン・デ
マンド性」と「アクセスの簡易さ」が VOD システ
ムへの学生の満足度に影響を与えている，とする先
行研究と同様である。
　本学では，基礎となる原理・原則をおさえた上で
実際の援助場面を再現し，より臨床実践に近い方法，
対象者への対応方法が習得できるように，各領域で
工夫して VOD コンテンツを作成している。市販の
教材は，実際のケア提供場面が現在の臨床実践にそ
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【要　旨】
目的：VOD（Video On Demand）システムを活用することで，学生の看護実践力の育成にどのような効果を
得たのかを評価し，課題を検討することを目的とした。
方法：本学の全学年の学部学生を対象に質問紙調査を実施し，項目ごとに記述統計を行った。
結果：527名に質問紙を配布し，273名から有効な回答を得た（回収率51.8％）。「身についた」と回答した割合が「看
護技術力」は 66.7％であったが，「コミュニケーション力」，「看護判断力」，「ヒューマン・ケアリング関係形成力」，

「チーム構築力」は 40％以下であった。
考察：学生自身が主観的効果を得ていたことがうかがえることから，「看護技術力」を強化するための効果は
得られたと評価できる。今後は，学生が看護技術の工夫や応用ができるように，思考を強化するための方法を
検討する必要があることが示唆された。さらに，看護実践力育成における効果を検討するためには，客観的評
価の方法についても検討が必要である。
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た。特に学生には，研究協力は強制ではなく自由意
志によるものであり，辞退も可能であること，成績
とは無関係であり拒否したことに伴う不利益は全く
生じないこと，無記名調査であるため個人が特定さ
れないこと，得られた情報は外部に漏洩しないこと，
個人情報を守秘した上で学会や学術誌等で公表する
ことについて，文書と口頭で説明した。なお質問紙
の回収方法については，教員の存在が強制力を持た
ないように事務局前に回収ボックスを設置し，学生
自身が投函できるようにした。研究参加への同意に
ついては，質問紙の提出により同意が得られたとみ
なした。

Ⅴ．結　　果
１．回収率
　１年生141名，２年生136名，３年生141名，4年生
109名，計527名に質問紙を配布し，１年生119名，
２年生77名，３年生49名，４年生28名，計273名か
ら有効な回答を得た（回収率51.8％）。回答者の内
訳を図１に示す。
２．VODシステムの活用状況
１）VOD コンテンツの閲覧状況
　VOD コンテンツの閲覧回数は，１回１名（0.4％），
２回以上253名（92.7％），無回答19名（6.9％）であっ
た。１～２年生の中には50回以上閲覧したと答えた
学生が３名いた。閲覧した理由は，「授業や演習の
予習・復習のため」，「実習の予習」，「実習前 OSCE

（objective structured clinical examination）の事前
学習」であった。
２）VOD コンテンツの閲覧場所（複数回答）
　VOD コ ン テ ン ツ の 閲 覧 場 所 は， 学 内248名

（90.8％），自宅252名（92.3％），友人宅29名（10.6％），
その他４名（1.5％）であった。その他の閲覧場所
としては，「帰省した際に実家で見た」，「実家に帰
るバスの中で見た」と回答していた。学外でも
VOD コンテンツを閲覧できることについての自由
記載は，「どこでも好きな時に見られてとてもいい」，

「練習しながら見られるというのが良いと思う」，「休
日や実習中でも VOD を家で簡単に見られるように
なったのでとても助かる」等であった。

ぐわないものもあり，タイムリーなバージョンアッ
プも行えない。しかし，自作の VOD コンテンツで
あれば，随時バージョンアップすることで学生の学
びを支援することが可能である。
　そこで本研究では，VOD システムを活用するこ
とで学生の看護実践力の育成にどのような効果を得
たのかを評価し，今後の課題を検討するために，本
研究に取り組んだ。

Ⅱ．研究目的
　VOD システムを活用することで学生の看護実践
力の育成にどのような効果を得たのかを評価し，今
後の課題を検討することを目的とした。

Ⅲ．用語の定義
　看護実践力とは，看護技術力，看護判断力，コミュ
ニケーション力，ヒューマン・ケアリング関係形成
力，チーム構築力を指す。

Ⅳ．研究方法
１．研究対象者およびデータ収集期間
　平成23年６月から７月にかけて，本学の全学年の
学部学生を対象として，自己記入式質問紙調査を
行った。
２．データ収集方法
　研究協力の依頼書と質問紙を配布し，依頼書に基
づいて研究の目的・方法・倫理的配慮・回収方法に
ついて口頭で説明し，研究への協力を依頼した。
１）調査内容
　主な質問内容は「VOD システムの活用状況」，「看
護実践力育成における効果」，「VOD システム活用
への今後の期待」で，選択回答方式を取り入れ，一
部自由記載も設けた。
２）分析方法
　調査項目ごとに記述統計を行った。学年間の比較
にはフィッシャーの直接法を用いて検討を行った。
なお，解析には SPSS Ver.20を使用した。各項目の
自由記載については質的に分析した。
３）倫理的配慮
　本研究は，日本赤十字広島看護大学の研究倫理委
員会の審査で承認（承認番号：1103）を得て実施し
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図１ 回答者の内訳（n＝273）
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尋ねた結果を図３に示す。「看護技術力」については，
66.7％の学生が「思う」と答えていたが，「コミュ
ニケーション力」，「看護判断力」，「ヒューマン・ケ
アリング関係形成力」，「チーム構築力」については，

「思う」と答えた学生が４割に満たなかった。
　看護実践力が身についたと思うと答えた学生の学
年別割合を，フィッシャーの直接法を用いて比較し
た結果を図４に示す。「看護技術力」は，１年生と
２年生間（ｐ＜ .05），１年生と３年生間（ｐ＜ .001），
１年生と４年生間（ｐ＜ .01），２年生と３年生間（ｐ
＜.05）でそれぞれ有意差がみられた。「コミュニケー
ション力」は，１年生と２年生間（ｐ＜ .01），１年
生と３年生間（ｐ＜ .001），１年生と４年生間（ｐ
＜ .001），２年生と３年生間（ｐ＜ .05）でそれぞれ
有意差がみられた。「看護判断力」は，１年生と２
年生間（ｐ＜ .01），１年生と３年生間（ｐ＜ .001），
１年生と４年生間（ｐ＜ .001）でそれぞれ有意差が
みられた。「ヒューマン・ケアリング関係形成力」は，
１年生と２年生間（ｐ＜ .01），１年生と３年生間（ｐ

３．看護実践力育成における効果
１）VOD システム活用の効果（複数回答）
　VOD システム活用の効果を，（1）自己学習に役
立った，（2）技術の要点がつかみやすかった，（3）
ケア場面をイメージできるようになった，（4）技術
を実施する際の自信につながった，（5）やってみた
いという意欲がわいた，（6）OSCE の学習に役立っ
た，の６項目について尋ねた結果を図２に示す。「自
己学習に役立った」91.2％，「技術の要点がつかみ
やすかった」61.9％，「ケア場面をイメージできる
ようになった」58.6％，「技術を実施する際の自信
につながった」56.4％，「やってみたいという意欲
がわいた」22.0％，「OSCE の学習に役立った」（１
年生を除く154名対象）66.9％であった。
２）看護実践力を身につけるための効果
　看護実践力を身につけるための効果として，「看
護技術力」，「コミュニケーション力」，「看護判断力」，

「ヒューマン・ケアリング関係形成力」，「チーム構
築力」の５項目について「身についたと思うか」を
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身についたと思うと答えた学生の学年別割合は，１
年生79.8％，２年生66.2％，３年生46.9％，４年生
46.4％であった。
　「思う」と答えた理由として，「わかりやすい」（33
名），「イメージできる」（27名），「映像で見られる」

（20名），「何回も見られる」（18名）との意見が多かっ
た。「どちらともいえない」，「思わない」と答えた
理由は，「実際にやらないと身につかない」（９名），

「身についたとはいえない」（９名），「VOD だけで
は身につかない」（７名）等であった。

（２）コミュニケーション力を身につけるための効果
　「コミュニケーション力」が身についたと思うか
の問いに対して，「思う」99名（36.3％），「どちら
ともいえない」135名（49.5％），「思わない」35名

（12.8％）であった。身についたと思うと答えた学
生の学年別割合は，１年生52.9％，２年生32.5％，

＜ .001），１年生と４年生間（ｐ＜ .001）でそれぞ
れ有意差がみられた。「チーム構築力」は，１年生
と２年生間（ｐ＜ .05），１年生と３年生間（ｐ＜ .001）
でそれぞれ有意差がみられた。「看護技術力」，「コ
ミュニケーション力」，「看護判断力」，「ヒューマン・
ケアリング関係形成力」，「チーム構築力」のいずれ
も，１年生と比較して２～４年生の方が身についた
と思うと答えた割合が有意に低かった。
　看護実践力が身についたと「思う」理由の自由記
載内容は13の内容に区別でき（表１），「思わない」「ど
ちらともいえない」理由の自由記載内容は９つの内
容に区別できた（表２）。

（１）看護技術力を身につけるための効果
　「看護技術力」が身についたと思うかの問いに対
して，「思う」182名（66.7％），「どちらともいえない」
81名（29.7％），「思わない」７名（2.6％）であった。
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看護技術力 33 27 20 18 10 8 4 2
コミュニケーション力 30 7 3 1 4 3 2

看護判断力 21 3 1 3 2
ヒューマン・ケアリング

関係形成力
15 2

チーム構築力 11
計 77 45 31 20 19 10 8 7 4 3 2 2 2

表１ 看護実践力が身についたと「思う」理由
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ない」（８名）等であった。
（５）チーム構築力を身につけるための効果
　「チーム構築力」が身についたと思うかの問いに
対して，「思う」45名（16.5％），「どちらともいえ
ない」149名（54.6％），「思わない」70名（25.6％）
であった。身についたと思うと答えた学生の学年別
割合は，１年生27.7％，２年生13.0％，３年生4.1％，
４年生0.0％であった。
　「思う」と答えた理由は，「参考になる」（11名）
であった。「どちらともいえない」，「思わない」と
答えた理由は，「そのような場面･内容を見ていない」

（25名），「わからない」（14名）等であった。
４．VODシステムを用いての今後の看護技術の学
　　習希望
　VOD システムを活用して今後も看護技術の学習
を行いたいと思うかの問いに対して，「思う」229名

（83.6％），「どちらともいえない」36名（13.2％），「思
わない」３名（1.1％）であった。
　「思う」と答えた理由として，「看護技術力を身に
つけるのに役立ったから」，「実習の練習の時も見た
いから」，「分からなくなったらいつでも学習できる
から」，「動画で見たほうが分かりやすいから」との
記述があった。

Ⅵ．考　　察
１．VODシステムの活用の効果
　VOD コンテンツを２回以上閲覧したと答えた学
生は92.7％で，閲覧した理由として最も多かったの
は「授業や演習の予習・復習のため」で，次いで多
かったのは「実習の予習」，「実習前 OSCE の事前
学習」であった。
　本学では，日常生活援助技術 ･ 診療の補助技術を

３年生14.3％，４年生14.3％であった。
　「思う」と答えた理由は，「参考になる」（30名），「わ
かりやすい」（７名），等であった。「どちらともい
えない」，「思わない」と答えた理由では，「わから
ない」（17名），「VOD だけでは身につかない」（15名），

「実際にやらないと身につかない」（11名）との意見
が多かった。

（３）看護判断力を身につけるための効果
　「看護判断力」が身についたと思うかの問いに対
して，「思う」85名（31.1％），「どちらともいえない」
155名（56.8％），「思わない」23名（8.4％）であった。
身についたと思うと答えた学生の学年別割合は，１
年生47.1％，２年生24.7％，３年生14.3％，４年生
10.7％であった。
　「思う」と答えた理由として，「参考になる」（21名）
との意見が多く見られた。「どちらともいえない」，

「思わない」と答えた理由は，「わからない」（20名），
「実際にやらないと身につかない」（12名），「VOD
だけでは身につかない」（９名）等であった。

（４）ヒューマン・ケアリング関係形成力を身につ       
　　  けるための効果
　「ヒューマン・ケアリング関係形成力」が身につ
いたと思うかの問いに対して，「思う」70名（25.6％），

「どちらともいえない」147名（53.8％），「思わない」
49名（17.9％）であった。身についたと思うと答え
た学生の学年別割合は，１年生40.3％，２年生
19.5％，３年生12.2％，４年生3.6％であった。
　「思う」と答えた理由として，「参考になる」（15名）
との意見が多かった。「どちらともいえない」，「思
わない」と答えた理由は，「わからない」（19名），

「VOD だけでは身につかない」（10名），「実際にや
らないと身につかない」（９名），「意識して見てい
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記述数

看護技術力 5 7 9 9 2
コミュニケーション力 17 15 11 6

看護判断力 20 9 12 4 3 8 3
ヒューマン・ケアリング

関係形成力
19 10 9 8 7 2

チーム構築力 14 6 4 25 9 5
計 75 47 45 25 21 21 17 5 2

表２ 看護実践力が身についたと「思わない」「どちらともいえない」理由
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２．看護実践力育成における効果
　「看護技術力」については，66.7％の学生が「身
についたと思う」と答えていた。また VOD システ
ム活用の効果として，61.9％が「技術の要点がつか
みやすかった」， 58.6％が「ケア場面をイメージでき
るようになった」， 56.4％が「技術を実施する際の自
信につながった」と回答しており，過半数の学生が
看護技術への効果を実感していることがうかがえ
る。これらのことから，VOD システムを活用する
ことによって「看護技術力」を育成するための効果
は得られたと評価でき，大池他（2001），越智，栗
原（2001）の，VOD は看護技術の習得を支援する
教材として有効である，との先行研究と同様の結果
となった。しかし，学年別で身についたと思うと回
答した割合を比較すると，１年生と2～4年生間，２
年生と３年生間で有意差が生じている。差が生じた
要因として，実習での看護技術の実施経験の有無が
考えられる。学内演習で，技術の原理原則とそれを
踏まえた一般的な手順は学んでいるが，実習では対
象者の状態に合わせて技術の応用をする必要があ
る。実習で看護技術を実施する際，学生は，対象者
の個別性を考慮した技術の工夫に困難を感じている

（曽田他，2006；青木他，2008）。そのため，調査を
実施した時点で，実習を経験していない１年生や実
習での看護技術の実施経験がほとんどない２年生に
比べ，実習で看護技術を実施し困難感を体験してい
る３，４年生の方が，「身についたと思う」と回答し
た割合が低くなっているものと思われる。VOD コ
ンテンツの多くは，原理原則を踏まえた一般的な手
順に沿って作成してあるため，VOD コンテンツを
閲覧し模倣するだけでは，対象の状況に合わせた技
術の工夫に結びつきにくい。学生の実習における看
護技術の困難感を軽減するためにも，今後学生が技
術の工夫や応用ができるように思考を強化するため
の方法を検討し，VOD コンテンツの内容に取り入
れていくことで，看護技術力育成の効果を高めるこ
とができるのではないかと考える。
　「コミュニケーション力」，「看護判断力」，「ヒュー
マン・ケアリング関係形成力」，「チーム構築力」に
ついては，「身についたと思う」と答えた割合が４
割以下であった。「身についたと思わない」，「どち
らともいえない」の理由については，「わからない」，

「VOD だけでは身につかない」，「実際にやらないと
身につかない」が多く見られた。「コミュニケーショ
ン力」，「看護判断力」，「ヒューマン・ケアリング関
係形成力」，「チーム構築力」は，実際に対象とかか
わることで培われていくものであるため，VOD シ

学ぶ基礎看護学Ⅱの講義を１年次に開講しており，
演習で習得する基礎看護技術項目は全て VOD コン
テンツが作成されている。また基礎看護学以外の看
護専門領域でも，講義の中で学ぶ看護技術項目の
VOD コンテンツを作成し活用している領域がある。
学生が事前に VOD コンテンツを視聴し，自己学習
をしていることを前提に講義や演習が行われている
ということもあり，多くの学生が，講義や演習のた
めの自己学習の手段として VOD システムを活用し
ていると思われる。さらに，実習前 OSCE の課題
に含まれている看護技術の VOD コンテンツを作成
している領域もある。アンケートでも VOD 活用の
効果として，「OSCE の学習に役立った」と答えた
学生が66.9％いたことから，OSCE のための自己学
習として，VOD システム活用の効果が得られたと
評価できる。
　VOD システム活用の効果として尋ねた項目の中
で，「やってみたいという意欲がわいた」が22.0％
と最も低い結果であった。多くの学生は，自己学習
手段として VOD システムを活用しているが，主体
的に学習に取り組めるようにするには，学生の興味
や意欲を引き出す方法を検討していく必要がある。
岩本，南，山内，水野（2006）が間違い探しビデオ
教材を活用した学習は，主体的な学習を促進し，学
習意欲を喚起するものであったと述べているよう
に，VOD コンテンツの中で手順や要点を示すだけ
でなく，質問形式を取り入れ，学生自身で考え答え
を導き出せるようにする等の工夫が必要である。今
後学生の意欲を引き出す方法を検討することで，

「やってみたいという意欲」の向上につながると思
われる。
　VOD コンテンツの閲覧場所については，学内
90.8％，自宅92.3％となっており，どの学年も学内
または自宅で見たと答えた割合がほぼ同じであっ
た。多くの学生が VOD を活用して学習することに
ついて「便利である」，「良いと思う」と答えており，
VOD システムを活用しての学習効果について
91.2％が「自己学習に役立った」と回答していた。
渡邊，小木曽（2011）は e-Learning を活用するこ
とで，学習効果の向上や学習の自由度が増すという
メリットがあると述べている。また，片山他（2007）
は，インターネット上で授業情報を配信することは，
時間的な制約が生じないため学習促進の効果がある
と述べている。本学においても同様に，「いつでも
どこでも」学習できる環境を整えることで学生の学
習意欲が高まり，自己学習促進のための効果に繋
がっていると考える。
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を検討するには，客観的に評価することも必要であ
る。そのために，具体的な評価方法について今後検
討する必要がある。

Ⅶ．結　　論
　VOD システムを活用することで，学生の看護実
践力の育成にどのような効果を得たのかを評価し，
課題を検討することを目的として，本学の全学年の
学部学生を対象に質問紙調査を実施し，以下の結論
を得た。
１．「看護技術力」については，過半数の学生が看
護技術への効果を実感していることがうかがえるこ
とから，VOD システムを活用することによって，「看
護技術力」を強化するための効果は得られたと評価
できる。
２．「コミュニケーション力」，「看護判断力」，「ヒュー
マン・ケアリング関係形成力」，「チーム構築力」は，
実際に対象とかかわることで培われていくものであ
るため，VOD システムを活用して育成するには限
界があると思われる。
３．学生が看護技術の工夫や応用ができるように，
思考を強化するための方法を今後検討する必要があ
ることが示唆された。
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Effects of use of a video-on-demand system for 
cultivating practical nursing skills

 Kumiko SUEHIRO＊，Takeshi HYAKUTA＊ 
Chiyoko MORIMOTO＊，Chika HIRAGA＊ 

Abstract
Objective: To evaluate the effects of use of a video-on-demand (VOD) system on cultivation of the practical nursing skills 
of students and to investigate related issues.
Methods: A questionnaire survey was conducted on all students at nursing university A, and descriptive statistical analysis 
was performed for each item.
Results: Questionnaires were administered to a total of 527 students, and valid responses were obtained from 273 students 
(response rate, 51.8%).The proportion of students indicating “acquired” was 66.7% for “nursing techniques” but <40% 
for “communication ability”, “ability to make nursing judgments”, “ability to develop caring relationships”, and “team-
building ability”.
Discussion: The subjective effects reported by the students themselves indicate that the system was effective for enhancing 
“nursing techniques”. These findings suggest the need in the future for investigation of methods for strengthening 
the thinking ability of students in order to enable them to apply and adapt nursing techniques. It is also necessary to 
investigate objective evaluation methods in order to determine the effects of the system on cultivation of practical nursing 
skills.
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VOD system, practical nursing skills, effects of use
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